（各課様式１）

予算要求資料
平成３１年度当初予算　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費
	事業名　現代陶芸美術館展示費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　現代陶芸美術館　総務部　管理調整係　電話番号：0572-28-3100（内103）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c21802@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　40,451千円（前年度予算額：61,742千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	61,742
	1,250
	0
	16,810
	0
	0
	6,740
	0
	36,942

	要求額
	40,451
	0
	0
	6,935
	0
	0
	2,000
	0
	31,516

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・岐阜県現代陶芸美術館の収蔵品等を多角的視点から展示

・国内外からの借用作品による多彩なテーマの企画展示
（２）事業内容

　　〇企画展開催事業費
1 「日本の洋食器文化100年 大倉陶園」(仮称) [企画展]

　　　　　平成31年8月10日(土）～11月4日(月・休）：76日間
2 「小村雪岱展」(仮称) [企画展] 

平成31年12月21日(土）～平成32年2月16日(日）：45日間
③「ニーノ・カルーソ展」(仮称) [企画展]

平成32年2月27日(木)～4月12日(日)：40日間
〇常設展開催事業費
1 「明治150年記念 近代の美濃陶芸2」展 [常設展]
＊前年度から継続
平成31年3月9日(土）～7月21日(日）
2 「熊倉順吉展」(仮称) [常設展]

平成31年4月13日(土）～7月21日（日）
3 「コレクション展 新元号記念 平成の陶芸」(仮称) [常設展]

　　　　　平成31年8月10日(土）～11月4日(月・祝）
4 「コレクション展」（仮称）[常設展]
平成31年12月21日(土）～平成32年3月25日(水)
〇準備調査費

　　　平成32年度以降の企画展の準備、調査
（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	共催費
	17
	雇員保険料

	旅費
	776
	職員旅費、講師等費用弁償

	消耗品費
	2,525
	展示用消耗品費、配布用図録費

	会議費
	14
	講師昼食代

	印刷製本費
	1,439
	広報用印刷物等印刷費

	役務費
	2,075
	通信運搬費

	委託料
	19,305
	展示等業務務委託料

	負担金
	14,300
	巡回展負担金

	合計
	40,451
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　企画展では、西洋の陶芸に関して、イタリア現代陶芸の重要作家であるニーノ・カルーソの個展を開催する。また、産業陶磁器の分野で、日本を代表する洋食器メーカーである大倉陶園が、創業以来100年にわたって生み出した作品を全体的に紹介する。さらに、陶芸の隣接ジャンルから、大正から昭和初期に活躍した日本画家・版画家・挿絵画家の小村雪岱を紹介する。

常設展では、当館のコレクションに基づいて、幾つかの観点から展覧会を計画している。一つは、ひと纏まりの受贈作品から、日本陶芸史上、重要な熊倉順吉を紹介する展覧会。また、当館の作品収集の基本方針に基づくコレクション展。さらに、新元号記念事業として、平成の陶芸を振り返る展覧会も開催する。

このように、企画展と常設展の双方で、多角的で魅力的な展示事業を展開する。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	入場者数
	（H  ）
	34,502
（H27）
	30,113
（H28）
	33,645
（H29）
	35,327
（H31）
	105％



○指標を設定することができない場合の理由
	



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）常設展（所蔵品に基づく展覧会）

　ア「コレクション×キュレーター」
前年度～平成30年4月8日

イ「日本の陶芸:器諸相1950’s～60’s
平成30年4月14日～8月19日

ウ「明治150年記念 近代の美濃陶芸1」
平成30年4月14日～8月19日

エ「物語のイタリア」

平成30年6月23日～8月19日

　オ「明治150年記念 近代の美濃陶芸2」

　　　平成31年3月9日～4月8日

（２）企画展

　ア「デンマーク・デザイン」展

平成30年4月21日(土)～6月17日（日）
イ「驚異の超絶技巧！ 明治工芸から現代アートへ」
平成30年6月30日（土）～8月26日（日）

　ウ「没後50年記念 加藤土師萌展」
平成30年9月8日（土）～11月4日（日）

　エ「フィンランド陶芸 芸術家たちのユートピア」展
平成30年11月17日（土）～平成31年2月24日（日）

　オ「マリメッコ・スピリッツ」展
平成30年11月17日（土）～平成31年2月24日（日）


（前年度の成果）
	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　　常設展では、まず、当館のコレクションの特徴に基づいてテーマ展（イ）（エ）を開催した。また、コレクションに基づいて、近代の美濃陶芸を見直す展覧会（ウ）（オ）も実施できた。

　　企画展では、まず、郷土ゆかりで日本陶芸史上でも重要な作家を紹介した（ウ）。また、陶芸と隣接ジャンルを併せて紹介し、ポピュラー度も高い展覧会（ア）（イ）（エ）（オ）を開催した。

　　これらの成果は、当館の展示事業の基本方針である、近現代の国内外の陶芸史の紹介、地元陶磁器産業振興に該当するとともに、陶芸の枠を越えて展示事業を拡張していくものである。また、ポピュラーな展覧会も開催することによって、新しい客層の獲得にも努めている。今後も、このような方針に沿って展示事業を展開していく予定である。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

　〇

	近現代の国内外の優れた陶芸文化を紹介する展示事業は、子どもや若い世代の感性を育てる教育的事業であるとともに、美術ファンを含む県民のニーズに対応する文化事業として重要である。また、陶芸という地元産業と連動し、その活性化に資する点で必要性が高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

〇

	平成14年の開館以来、多様な展示活動に務めることによって、世界の優れた陶芸を身近に鑑賞できる施設として認知されてきた。また、地域に根差した展示活動についても評価されている。平成30年度は、陶芸専門館としてクラシックな陶芸の展覧会と、陶芸の枠を越えた展示などから、県民の多様な好みに対応することができた。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)

〇

	所蔵品を生かすと同時に、新規事業の魅力発信事業を企画展と連動させるなどして、展覧会の多角的な展開を図った。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
平成30年度の常設展（所蔵品に基づく展覧会）では、コレクションの特徴を示す展覧会がやや不足した。今後は、当館の基本方針と新しい試みのバランスをよく考えて、展示事業を展開していく必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

当館は基本的には、国内外の様々な優れた陶芸作品が見られると同時に、地域に密着した展示を望む、といった県民のニーズに答えようと努力してきた。その上で近年は、陶芸を隣接ジャンルと関連づけたり、陶芸の領域を越える広い視野から展示活動を行ってほしい、といった声にも応えようと試みている。

今後も当館の展示活動の基本方針に基づきながら、より斬新な視点で県民の要望に応えるべく、創意工夫を行っていく。

作家や作品、所蔵家に対する情報を常に集める努力をしながら、展示と収集に向けて積極的に取り組む。


